
 
                                                                        

（令和５年 10月５日発表） 

「芹沢銈介ののれん」 
 

◆ アピールポイント 
●いつ見ても新しい、芹沢デザインの粋。普段見ることのできない他館所

蔵の作品 26 点もあわせ、芹沢銈介ののれん約 50 点を一挙公開します。 

◆ 日時・期間 
令和５年 10 月７日(土)～12 月 10 日(日) 

（開館時間 9:00～16:30）  

◆ 場   所 静岡市立芹沢銈介美術館（静岡市駿河区登呂五丁目 10-5） 

◆ 内 容 な ど 

 

◆ 観 覧 料 

一般 420 円 / 高・大生 260 円 / 小・中 100 円 / 未就学児無料 

※静岡市内在住の 70 歳以上の方、小・中学生(通学含む)無料   

※障がい者手帳等の提示により本人及び同伴者 1 名無料 

別紙資料  有 ・ 無 

ぜひ取材をお願いします。 

【問合せ】静岡市立芹沢銈介美術館 

     山田・田中 

電話 054-282-5522 

報道資料 

 

芹沢銈介は、持ち前の卓越したデザイン力を

発揮し、生涯に渡って「のれん」を手がけまし

た。その数は少なくとも300種以上にのぼり、

巨匠として国際的な評価を得た 80 代に至る

まで、制作が続けられました。 

本展では、芹沢ののれん約 50 点を展示し、

芹沢の発想の豊かさや高いデザイン力をご覧

いただきます。 

また展示室の後半 3 室では、芹沢銈介が集

めた台湾先住民の工芸約 80 点を展示します。

世界の染色の最高峰と称される染織品をはじ

め、優れたコレクションをご覧いただけます。 

芹沢銈介美術館 企画展 

▲芹沢銈介作 

「御滝図のれん」 

▲企画展ポスター 

◀芹沢銈介収集「男子礼装用の上着」

（台湾本島北部山地/タイヤル族） 

せ り ざ わ け い す け 


